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西
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萬
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萬
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に
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せ
も
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量
生
產
ど
大
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模
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營
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營
を
象
徴
す
る
に
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業
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の
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意
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力
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經
營
の
改
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機
械
の
發
達
の
方
面
に
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れ
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瀨
む
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ど
な
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れ
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此
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く
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中
其
三
士
一
個
の
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僅
に
孖
炭
を
使
用
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し
ど
傅
へ
ら
るP

第
十
九
世
紀
中
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蘭
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の
後
廄
を
拜
せ
る.

に
過
ぎ
ざ&
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が
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今
日
は
合
衆
國 

を
除
き
て
世
界
何
れ
の
國
の
淹
出
高
に
も
超
過
甘 

隨
ひ
て
鐵
類
製
造
品
產
出
高
及
採
炭
最
も
徐
進
し
來
れ

-

る
ど
同
時
に
、
各
種
の
重.要
な
る
製
造H

場
も
漸
く
發
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達
し
ノ
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的
動
亂
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發

M
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櫥
張
資
本
#
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營
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る
大
懂
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ひ
來.る
可
き
は
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明
な.-
5
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も
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大
な
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、
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甩
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需
恶R
應
じ
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遺
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な
き
を
期
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が
如
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個
人
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行
又
は
個
人
資
本
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到
底
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獨
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諸
邦
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て
統1.

的
な
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：
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大
經
濟
領
域
で
化
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了
し
た
る
關
稅
同
盟：Zollyerein:

の
成
立
は
、
同
國 

の
中
世
的
經
濟
組
織
に
：事
實
上
の
致
命
傷
を
加
へ
，た 

る
ど
同
時
1C
、
IE
にI

步
を
進
め
て
國
内
産
業
を
保 

議
し
蹲
ら
英
國
ェ
業
の
侵
略
を
防
ぐ
の
目
的
を
以
て

せ
る1

八
四
四
年
の
關
桃
改r i
の
前
驅
S
な
う
9
瀬 

次
政
治
的
統
4
の
途
土
に
橫
は
れ
る
荆
棘
を
拓
き
つ 

>
終
に
普
怫
戰
爭
を
機
會
ヒ
し
て
普
魯
西
を
繊
玉
マ
し 

せ
る
獨
逸
帝
國
を
成
立
せ
し
む
る
に
茧6
た
る
も
の 

に
し
て•
同
國
の
經
濟
的
政
治
的
發
達
ど
不
可
離
の 

關
係
を
有
す
る
も
の
な6
0
關
桃
同
盟
の
成
立
後
獨 

逸
エ
業
は
漸
次
發
達
の
途
を
迪&
た
6
し
も
元
よ
6 

後
進
國
、
‘ T
A
六
〇
年
に
至
る
も
猶®
iJ
:
a
H
業
の 

半
ば
な
る
に
過
ぎ
ぎ&
き
o
然
る
に
今
や
丁
；業
全
體 

ょ
う
す
れ
ば
合
衆
國
及
英
國
に
次
ぎ
て
第
三
位
、
就 

中
鐵H

業
に
就
て
は
.合
衆
國
に
次
ぎ
て
箜
一
位
を
占 

む
る
k

至
れ
i

o
其
發
達
の
迅
速
熾
烈0
狀
寧
ろ
想 

見
す
る
に
耐
べ
，ず̂

す
。
而
て
此
發
達
を
助
長
し
た 

る
も.
の
其
所
由
固
よ.CS

多
々
^
う
^
雖も

*'

今

「

リ 

丨
サ
ー
*-,
傅
士
に
從
へ
ぼ
，
獨
逸
採
炭
の
發
達、I 

八
四
四
年
の
關
税
改
革
が
鐵
類
に
過
重
の
保
饑
桃
を 

課
し
自
由a
易
政
策
%
撤
廢
せ
る
，

】

ビ

傲
R
同
國
f f
i 

用
銀
行
の
有
力
な
名
工
業
援
助
.
を
雅
す
可
しo
:其
結
：

第

九

號

八

七
‘

笫

九

卷(

l
〇
m

2L) 

_

錄

激

十

九

世

紀1-
.於
け
名
獨
逸
經
濟
發
逯
の
4
班
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九

怨
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G

四
六)

m

錄

第

十

九

世

紀
i t

於
け
る
掏
徼
經
濟
發
鐵
め.

i

斑
' 

館
.九
誠

八
八

粜
は
鲰
ち
顯
は
れ
て}
般H

業
殊

R
製
鐵，：：

採
炭
、
、
 

織
維
疋
業
等
の
大
發
達
ビ
尨A

,
. 

l
A
a
o

年
に
：至 

も
叶
年
間

^
獨
經
濟
組
織
は
遂
に

1

.變
せ
6
名

>
R

M
れ
6

0「

シ
ャ
タ
ス
ク
ゼ
ン
，し
鈒
行
| 1

^
の
ー

A
M

六
年
.の
■營
檠
報
吿
は
此
近
き
將
來
に
來
る
.可
き
獨
逸 

エ
業
の
發
達
を
豫
言
し
て0
.く

「

.ク

.尤
メ
.ト
-フ
ァ
リ 

ァ
し
：
及「

ラ
ィ
ン」

地
方
に
於
け
る
銑
鐵
及

»

双
の 

產
出
高
は
數
年
間
忆
白
耳
翁
の
夫
れ
を
凌
駕
す
名
に 

;虫
る
可
く
"
叉
茬
し
國
際
競
爭
上
の
最
大
要
件
れ
る 

低
廉
な
る

交
通
遝
輸
の
機
關
.の
建
設
が
適
當
な
る̂
 

意
を
加
へ
.ら

れ

ん

に

は

，

將

來

英

國

の

同

，エ

業

ビ

國 

,際

的

市

場

に

輸
-*
1
を
爭
ふ
.も
決
し
て
之
が
後
へ
に
落 

.ち
ざ
ら
ん
一
マj 

o

.G

. seserv D
i
e

 deutschen 

G
r9' 

ssbankenk 

S, 

3
3
.
)

序
乍
ら
本
書
の
筆
遨「

レ
オ
ボ 

\

ド
，
ョ
セ
フ」

氏
が
第
四
章
大
銀
行
及
興
商
エ
業
マ
し 

の
關
係
に
於
て
殊
に
其
系
統
を
踏
璣
せ
る
博
士
.

「

リ 

.
1
サ
ーJ

敎

授

.0
大

著「

觸
逸
大
銀
：行
論
1-
は
、
本 

1
_
:
1韋
の
佝
容
狀
：相
當
す
る
»
逸
經
濟
發
達
論を

論
^
る
佐
實
it
、：數
十
葉
を
割
き
極
め
尤
該
傅

な.
る
叙
述
：論
鐘̂

傾

倒

し

：た

る

.を

 

一
«
背
ん
芒
欲

^ 

o
 

:
 

.
、

•
-
.

* 

.
i
v
» 

-* 

.
,
-

l 

.

.

.

. 
‘{ 

-
'- 

■ 

. 

'.
 

‘：
 

, 

■ 

>

、
本
文
中

エ

業

上0
地
方
的
分
布
汊
は
她
方
的
集
中 

の|

節
を
閱
心
て
覺b
す
聯
想
を
禁
じ#
ざ

.る
も
の 

は

！̂.̂
宏m
深.
遠

な

，
る

「

マ

ー.
シ
'>
火j

敎
授
の
硏 

究

な

す

P
敎
授
はH

業
：の
地
方
的
分
布
劳
く
は 

地
方
的
分
化r  lo

caiizatjo
n
o
f  Industrŷ

 lo
cal  spe-  

cializatio
n

 
of一ind

u
stry,  

2 -eo
g
rap

llkai

91
邕
cr
e
t
is 

o
f  in

d
u
stry

'''

の
主.
要
原
因
を
相
し.
て

"
自

然

的

又

は 

物
質
的
條
件
が1:

定.
のH

業
rc
適
應
す
：る
こビ
及
低 

廉
運
輸
地
域
內
に
炭
坑,

鐵
鑛.
の
併
存
す
■る
こ
ビ

に 

f 
t
,
英_

の
鐡
丁1業
«
初
め
薪
炭
の
豐
窩
な 

る
地
域
に
興6
後
^
至
k
炭
坑
近
傍
地
に
移
れ
る
を 

‘擧
證
し
、
觅
に
地
方
化
し
た
ゐ
エ
業
は
容
易
に
典
故 

家
に
執
着
す
る
の
傾
：向
を
說
き
、

8

じ
てH

業
地
方 

化
の
利
益
を
詳
論
すP

.次
^
で
生
產
經
濟
ょ
&
販
賣 

經
濟
に
及
び
些
細
の
®
物
は
最
寄
の
小
店
に
て
辨
ず

る

も
,
. 

'
重

要

な

る

質

物

纪

禮

縱

し

遠

义

ビ

も

^

^

高 

き
.大
店
に
.赴
く
.可
く
、
隨
.て
高
®
且
選
櫸
を
®;
す
.る
. 

物
#
を
商
ふ
店
錄
«
必
ず
^
^
!丧
通
の
衝
に
聚
合
す
. 

る
に
反
し
"
然
&
ざ
る
烙
舖
は
&
两
に
散
在
す
る
を 

存
在
：の
•要
仲
>

」

な
す
を
指
摘
し
"
此
勢
を
助
長
す
る| 

も
の
は
都
市
交
a
機
關
の
完
婦
、
低
廉.及

均
1
に
?>

&
ビ
し
"
後
之
を
搬
充
し
つ
，、
國
內
突
酿̂
^
0
完 

備
及
低
廉
は
必t
や
エ
寒
の
地
方
的
分
布
を
急
調
な 

&
し
む
可
き
を
擧
げ
广
英
國
近
世
の
事
例
に
侬
>
'

て

.\ 

之
を
實
醱
し
た6
0.

敎
授
は
M
に
進
'み.
て"

如

上

企I  

業
に
相
當
な
る
資
本
勞
働
の
集
中
を
行ひ
技
術
的
分j  

業
に
依
る
經
濟
の
程
度
ビ

〗

土
：業
を
少
數
の
大
企
業j  

に
集
中
す
る^
依
る
經
營
上
の
經
濟
の
程
度
ノ
即
ち

j  

前
*.

內
延
的
經
濟inten

2 aleco
n
o
m

¥

 

VJ
後
者
、 

外
延
的
經
濟
‘ exteraai  .eco

no
m

ies

マ

」

：の
功
程
を
比 

較
し
、
其
後
述
す
可
き
大*
生

產G
rossD

roduct.iê
l  

ビ

大
規
模
經
營G

ro
ssb

etrieb

.の
論
理
御
前
猫
が
以 

■上
の
ニ
經
濟
を
適
當
に
組.
^
は
す
ィj yj

に
存
す
る
を

幣
九
怨
：

2
:0
四
七
.
>

.雜

錄

論
じ
^
ぅ o

(
2
y
J
;
a
r3

^
I

^

 

P
H

n
c

i
p

i
e

s
 

o
f

 

E
e

c
o

n
o

n
d

c
s

,

 

辱
.
2
6
7
2
;

^)

：患
^
に

：r
r
f
e/
ャ
ル」

敎
授
の
杓 

外
延
經
濟
ビ
はH

業
的
#
化
及
集
^
に
相
當
す
る
も 

の
に
し
て
、
大
企
業0
眞
髓
は
分
化
及
集
中
の
適
當 

な
る
結
合
の
上
に
：築
か
る
：可
き
こ
ビ
明
な̂^j
雖 

も

分

こ
は
.獨
办
エ
樂
に
の
み
限
れ
る
問
題
に
わ
ら
ず 

し
て
> 
近
世
銀
行
の
經
營
も
亦
之̂j

撥
を〗

に
す
る 

な
办

o.其

.-
0

1

般
支
挪
を
^

^
に
し
.流
通
通
貨
を
搬
張
す
る
>

」

共 

亿
之
を
以
て
短
湖
資
金
を
簿
集
せ
ん
ビ
す
る
目
的
の
下 

R
先
づ
多
數
の
銀
行
券
發
行
鈒
行tei

o
t
s
b
a
n
k
e
n

の
關 

設
を
見
广
1
/\
七
1
年
に
於
て
3
十
行
を
數
へ
れ
>

? 

之
ど
同
時
に
信
用
銀
行
，

任

tbanken，

即
ち
謂
ゆ
る 

動
產
信
用
.銀

行

.or^dit-InobHier-Banks

冬
亦
顿
办
R 

勃
.赛
し
V I

八
四
八
年
.「

シ
ャ
フ
：‘ハ
ク
.ゼ
ン」

銀
狩
組 

^
■

A
.
s
e

:r^
h
a
u
s
e
n
》s
c
h
e
r

bdankver.ein 

は

「
n 

P,
 

丨
ンJ. 

K

K立

せ

-&
れ
、
1

<

1ニ

年

商

エ

業

銀

行

(

ダ

婼
九
：號.

.

八

九
.

雜
十
rJu
世
紀
1；
於
け
石
獨
m
經
m
m
m
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雜錄婼十九世紀！

2

於
け
る
獨
逸
經
濟
發
逯
の

1

斑 

ム
ス
テ
ト
銀
行

〕

w

fo
J

^

H >
J
. H

a
n

d
e

l

 

B

d

 I
n

d
u

s
t

r
i

e

(
D

a
l

m
s

t
i

d
t

e
r

 

B
a

n
k

)

設
立
せ
ら
れ
て
其
住
所
を

「

ダ. 

丨
ム
ス
テ
ッ
ト」
に
定
め
、

一
八
五
|
年
に
創
設
せ
ら 

れ
れ
る
割
引
會
社U

i
s

c
o

n
t

o
-

G
e

s
e

l
l

s
c

h
a

f
l

は〗

八
五

六
年
組
織
を
變
興
し
て
伯
林
に
開
設
せ
ら
れ
"
又
同
年 

中
伯
林
商
業&

赦 

g
e

r
H

n
e

r

 

H
a

n
d

e
l

s
g

e
s

e
l

i
s

c
h

a
f

t

 

.
及

「

マ
イ
ニ
ン
ゲ
ン

」

に
於
け
る

中
部
觸
逸

信

用
銀
行 

M
i

t
t

e
l

d
e

u
t

s
c

h
e

 

C
r

e
d

i
t

b
a

n
k

 

•創
設

せ

•ら

れ

ヽ

稍

々

後 

れ
て1

八

七0

年
獨
逸
銀
行o

e
u

t
s

c
h

e

 

B
a

n
k

は
伯
林 

に
、
又】

八

七
一
一
年「

ド
レ
メ
デ
ン

」

銀
行

o
h

e
s

d
n

e
r

 

B
a

n
k

は

「

ド
レ

ス
デ
ン」

に
各
々
創
設
せ
ら
れ
た
ぅ

o
 

而
て
楚
等
の
銀
行
は
悉
く
株
式
組
織
銀
行

J
o

i
n

t
-

s
t

o
c

k

 

c ra
n

k
s

,

 

B
a

n
k

a
k

t
i

e
n

g
e

s
e

l
l

s
c

h
a

f
t

e
n

 

の
形
式
を
採
る
に

至
れ
る
は
注
意
す
可
し̂

す
0
此
信
用
銀
行
な
る
も
の 

は

-•
*
-
*
■
國

金

融系
統
巾
ヽ
.
大
體
に
於
て
英
國
の
预
金
銀
行 

b
a

n
k

s

 

o
f

 

d
e

p
o

s
i

t

或
は
怫
國
の
商
業
銀
行b

a
n

q
u

e
s

 

c
o

m
m

e
r

c
i

a
l

e
s

 

略
同

1

の
池
立
に
立
て
る
も
の
に
し 

て
、
今
獨
逸
に
於
け
る
興
用
例
を
.
定
む
る
に「

リ
ー
サ

第
九
號 

九
〇

丨

J

傅

士
R

從
へ

^

>

銀

行

券

镟

行

銀

行̂

&

1

^

&

3

 

不
動
產
抵
當
。銀

行H
y

p
o

t
H

e
k

e
n

b
a

n
k

e
n

建

物

銀

行 

B
a

u
b

a
n

k
e

n

仲
賃
銀
行

M
a

M
e

r
b

a
n

k
e

n

保

險

銀

行 

V
e

r
d

c
h

e
r

u
n

g
s

b
a

n
k

e
n

及

工

業

的

企

業

の

發

起

金

融

を 

專

業

W

す

る

金

融

會

社

を

除

け

る

他

の

凡

て

の

龈

行

を 

指

稱

す

る

も

の

、
如
く
"

發
行
銀
行
及
不
動
產
龈
行
は 

固

ょ
>

英

米

の

預

金

銀

行

め

營

業

に

比

較

し

、
非
常
に 

多
岐
複
雜
な
る
經
營
上
の
特
質
を
兼
ね
有
す
る
も
の
マ

」

 

す
。

f
R

i
e

s
e

r
.
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a
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u
.

 

2
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即

ち

利

子

付 

又

は

無

利

子

預

金

を

受

け

て

銀

行

®

^

資
金
の
要
部
を 

.

構

成

し

、
预
金
著
の
爲
め
に
僙

務

決

濟

所

れ

る

職

分

を 

盡
す
ど
同
時
に
、

其

蒐

集
せ
る
*

金

を

商

業
手
形
の
買 

入
及

®

券

擔
保
の
貸
付
に
運
用
す
る
に
止
ま
，&

ず
し
て 

觅

に

進

み

てH

業

的

企

業

の

發

起

、
組

織
變
®

，
增
資 

等

に

關

係

し

て

自

ら

其

社

債

等

を

發

行

し

、
企
業
の
新 

設
及
設
備
櫥
脹
等
に
要
す
る
巨
額
の
資
余
を
調
達
す
る 

を
以
て
.銀

行

の

當

然

營

む

可

き

業

務

ビ

な

す

も

の

な

h
y
o 

ぐ'、

獨
逸
に
於
け
る
商
工
業
，及
銀
行
業
は
實
職i
完
全
に 

聯
環
せ
&
れ

其

關

係

の

密

邇

せ

る

膠

漆

む

管

な

-&
:

ざ
る 

も
の
?>
る
は
今
の
勢
な
办̂

雖
も
"
當
年
に
於
け
る
信 

用
銀
行
の
使
命
を
顧
み
れ
ば
此
狀
勢
を
育
め
る
こ
ミ
寧 

ろ當然な爲さ

S
る
可
ら
ずo
而
か
も
當
年
各
銀
，
 

行
の
資
本
金
は
今
日
の
龙
然
た
る
資
本
の
大
集
圆
に
比
一 

較
す
机
ば
實
に
宵
墩
の
差|>
る
を
覺
ゆ
。
即

ち「

シ
ャ 

フ
ハ
ク
ゼ
ン」

銀
行
組
合
の
今
日
の
資
本
金
は
七
莨
ニ 

十
五
莴
磅
な
る
も
元
は
七
十
八
萬
磅

"

割
引
會
社
の
現 

在
資
本
金
は
1
千
萬
磅
な
る
に
對
し
當
時
は
西
五
十
莴 

磅T

ダ
ル
ム
ス
テ
ッ
ト」

銀
行
の
現
在
資
本
金
は
八
百

\ 

萬
磅
な
る
も
當
時
は
ニ
首
十
三
萬
七
千
五
西
萬
磅
，
獨 

逸
銀
行
傲
に「

ド

レ

ス

デ
ン」

銀
行
は
今
日
各
々】

千 

萬
碑
の
資
本
金
を
擁
有
す
れ
ど
も
元
は
各
々
七
十
五
莴

|  

磅
及
四
十
八
萬
磅
の
資
本
金
を
有
せ
る
に
過
ぎ
ず
。

'
註
，
資
本
及
製
力
の
大
集
中
ょ$

«察
し
世
界
の. 

最
大
銀
行
ど
し
謂
へ
ば
、
先
づ
英
國
の
呂
以
帑
銀
行 

及
獨
逸
の
獨
逸
銀
行
に
指
を
屈
し
た
ぅ
し
が
"
最
近

鸽

办

怨

(

j

〇四
九

)

雜
錄

以
上
擧
示
し^
る
伯
林
の
割
引
會
社
及
，

「

シ
、
フ\ 

ク
ゼ
ン」

銀
§

合
ビ.
の
_̂

0
成
立
す
る
^
至
6 

て
"
此
新
合
同
銀
行
は
實
に1

千
五
茛
萬
磅
の
大
資 

本
金
を
擁
有
し
，
菅
に
歐
洲
の
み
な
ら
す
世
界
無
比
，
 

の
大
銀
行
^
し
て
現
は
れ
ft.
る

も
の

す
o CLO

nd

丨 

on Banker、
M

agazine,  J

吾

，M
9I4?  

p
.  

M4

0
裳 

に
大
銀
行o

ro
ssb

an
ks,  blgbanks  

.
のj

語
之
を 

象
徴
す
可
しo 
.

.獨

逸

諸

銀

行
の
資
本
金
は
其
大
杞增
資
を
肋
長
し
た 

る

所
の
有
限
寶
任
會
社
法.規
定

©
下

に
"

殆
ど
凡
て
無 

記
名
式
株
券
の
發
行
に
依-
て̂

調

達

せ

ら

れ

"

又

例

外 

な
く

全
部
拂
込
れる
も
の
と
す
。
獨
逸
人
は
夙
に
餵
行 

株

に

投

資

す

る

を

好

む

の

猶

癖

を

有

す

る

が

故

に

、銀 

行
株

の

®
行
；
集
は
每
に非
常

の

成

功

を
#
せ
，ざ
ぅ
し 

こ

W

な
し

P
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,

保

險

會

社

の

發

起

も

亦1

八
$

0

年

乃

至〗

八

六

〇 

年

の

十
年
間
に
最
も
活
潑
に
行
は
れ

"

1

八
五
三
乃
至 

五
七
年
間
に
設
立
せ
ら
れ? 2

る
保
險
會
社
は
一
一
十
五
社

笫
九
號 

九
- *

镞
十
九
泄
組
に
於
け
る
獨
逸
經
濟
發
達
の
一
斑



谘

九

卷(

lo
JT
lo)

雜
、

鏃
第
十
办
此.
紺
：11於
げ5,
| 

を

出

で

た

,

.
註
"
保
險
會
社
殊^
生
命
保
險
龠
社
は
妻
費. 

於
て
金
融
會
鹛
な
、|」

謂
ふ
可
く
、
各
文
明
國
化
於. 

て
も
銀
行
及
保
險
會ft
の
消
長
：隆

稃

が

.屢

々
眞
影
相 

伴
ふ
も
の
わ
る
を
見
る
は
此
所
以
に

外
な
ら
ず
しV 

て
、
著
*
が
保
險
會
祉
の
起
業̂

言
及
せ
る
は
典
所f  

を
#
た
ぅ
マJ

す
可
し
。
抑
.々
生
命
保
險
會
社
の
營_
 I.  

が
銀
行
^
相
係
は
る
點
は"

前
者
が
保
有
す
る
彼
の.

飯
大
な
る
責
任
準
«
金
又
は
法
滋
準
備
金reserve、

1: 

legal 

reserve, 

net 

p
r
e
m
i
u
m

 

reserve, 

d

s

o

>

I. 

net vaice, true value, 

legal 

net value 

K;に

.

て
有
の
責
任
準
備
金
以
外
の
刺
餘
举
備
金
又
は
非
常
一 

準
備
金 

surplus,  

unâ
signed  

surp
lus,  

in
visib

le  

一
 

S
IJU

S
,  contingency  reserve.

の
利
破
的
運
用
又
ば
一 

金
融
的
運
聯
の

.|

學̂
c

係
る

.

も

の
^

す

c

思
ふ
に
生 

命
保
險
業
の
內
容
が
固
有
業
務
ビ
金
融
業
務VJ
.に
大 

別

背
&

る

可
-.
<
ん

ば

ヽ

前

者

.が

後

者

杞

*

し
性
：質
上 

ff
i

に
：

®

1

な

る
? >

み
.

な
ら
t *

、
後

*

0 ,
矣

站

部

^
る

I

麗

證

遨
0
.
T
, 

九1!

'

寶

任

準

備

佥

は

：前

者

の

保

險

契

約

高

の

^
^
,に
比
例
，

,
し
て
消
長
す
る
も
.
.の
&
る
：を

認

：む

ビ

雖

も

，

如

今

同 

業
贺
間
.の
.自
殺
的
競
#
愈
々
織
烈
な
‘る
に
當
6
て
は
.
'

古
く
且
夭
な
る
保
險
會
社
が
箏
ろ
固
有
業
務
上
の
繇 

進
.を
乎
控
へ
旣
：R:
蒐
集
し
#
た
る
®
備
金
を
；
；.

t
 

'

る
を
以
で
.足
れ
&
:
.ビ.す
る
所
.の
金
融
«
務
.を
«
婴
視 

甘
ん
ぞ
す
る
傾
向
办
る
は
最
も
自
然
的
な̂V

ど
な
す 

可
く
，
隨
て
共
銀
行
の
貸
出
業
の.
.

1.

部
ビ
栩
交
踏
す 

る

や1

層
密
後
な
る
.も
.の
，.|)
&
.ん
り
唯
貴
任
準
1
金 

は
圃
有
業
務
®
'確
實
を
保
障
す
る
.̂

就
：て「

ダ
ス
タ 

r
ス.、
ス
ミ
'ス」

の
謂
ゆ
る「

生
命
保
險
業
の
大
麟 

0」the. great sheet-anc 

ば

 or of 
は̂

insurance-

れ
る

も
の
な
る
が
故
^
、
i

用
の
方
向
は
f

し
も
僭 

用

銀

行

の

*

れ
^

'

.

同

.I

.
S .
&

ざ
る
：

O

J

®

じ
e

サ
ざ 

る
の
み
o 

(

拙
稿
中
央
i

講
義
饊
錐
.行
論
：
l

n

o 

乃

至f S
o
s
o
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獨
逸
の
銀
行
株
料
«

6
無
記
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式
1

0
形
式
记
於 

て
駿
行
甘
ら
れ
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常̂

条
部
^
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れ
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ビ
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注
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す
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.
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!L,

可

しS
すo:
株

^
の

S

は
技
镢

上

簡«
咚

行

は 

る
、
の
み
な
ら
ず
、
之
に
依&
新
亿
株
虫

^
る
：̂
は
，何 

等
の
貴
任
を
伴
は
ざ.る
が
故i

r
.

其
賣
黄
は
大
代
助
長 

せ

ら

る

A

ビ
同
時
^
、
斯

く

し
.
て

览

集
.
せ

ら

れ

れ

る

.
資 

本
金
は
非
人
格
的
特
質
を
有
す
る

.を
以

て

"

有

限

貴

任

一 

會
社
又
は
株
式
會
社
は
最
も
强
く
近
世
資
本
的
命
業
を

j:  

民
主
的
に
し
且
繁固
恒
久
的
な
ら

し

む

る方

法

な

々I:  

す
o 
1
般
公
衆
は
株
券
の
眾
な
各
取
得
保
有

^
侬

も

て一 

直
に
資
本
的
企
業
に
關
係
し
得

o 

"
1
八
ニ

.五
：年
に

'於
け

.i:  

る
普

#
西
領
內
の
翁
限.責
任
會
砒
は
其
ニ
十

1

社
.を

以j  

て
株
金
總
额
西
八
十
萬
磅
ノ
次
の
ニ
十
芄
年
間
に
於
て 

龠
祉
數1

西
を
以
て
資
本
總
额
，
1
1|千
三

吉

莴

磅

に

.增

大 

し
，
降

て1

八
七
〇
年
忆
は
三

^
紕

令

以

て
«

ポ

總

額I  

1

億
ニ
千
五
百
萬
磅
に
達
し
た6し
が

> 
中
に
就
き

.鑛

\ 

業
會
祉
は
三
千
七
十
五
萬
磅
、
銀
行
は
*
百
萬
磅
保
險 

會
社
は

A
百
萬
磅

"
鐡
逍
會
社
は
ニ
千
六
百
离
磅0資 

本
を
有
し
た&

o
:而
て
一
八
七
0
年
に
6
,彡
て
は
エ
業 

上
の
諸
企
業
が
有
限
責
任
紕
織
を
採
用
せ

る
も
の
办
か

し

奮

寧
Q 

.

■
、
能
、
，
當

年
•

識
漸
く
顯
成
れ
，
人
袼
的
聯
粱
亦 

漸
く
絕
拎
れ
ん
ど
し
れ
：る
.
時
，
怫
蘭
西
の(
大

黨

者
' 

r

オ

|
ギ
^
ス
：
ト
、
t?
ム
：トj

は
-

1.

八
四
八
年
中" 

此
類
關
の
眞
箇0
解
決
：は「

高
偷
な
る
精
雜
カ
が—
 

從
屬
者
k
對
す
る
强
固K
習
慣
的
の_

豸«
^
を
f i
t 

て1.

般
の
鹿
中
©
心
现
に
透
鋼
す
る」

に
依
ぅ
て
行 

は
る
可
き
を
說
きi
爽
记
此
糊
の
糖
神
力
の
跛
吹
は 

小

企

業

薪

ょ

り

も

大

企

業

者

^

對

し

て

苻

效

な

る

を 

認

め「

間_

な
き
企
業
の
膨
脹
發
達
の
傾
向

」

.は
吊 

す

る

ょ

ぅ

は
寧
ろ
歡
ぶ.
，可
.き
，
S
を
痛
'論
し
た

P

き
0

(
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S
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ロ

ム

ト

！

の
企
叢
家
の
道
德
化
論
の
膽
逮
の
良
心
を
間
®
す
る 

办
ぅ
，
$
代
國
家
は
^
場
法
0
刺
宠
忙.
侬
&
又
勞
働 

者
は
勞
働
組
合0:
組
織
に
依
§
動
機
及
方
値
を
興
に 

t
る
も
努
力
の^
^
は
れ
て
'茲
K
勞
働
者
の
地
位
は 

輙
ち
改
善
せ
；ら
れ
た
ヶ&

h
雇
虫
雇
人
間
©
人 

格
的
聯
索
は
大
企
業
は
办6
て 
>
.
却
て

敗
九
踯 

0
.

消
九
.翁

.(f

〇
泜
一 >

 

雜

0

第
十
九
.世
紀
に
於
け
る
樹
逸
經
濟
狡
鏺
の

1

铷
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九

怨(

l
o五
ニ)

雜

錄

れ
>

(®
世
資
本
主
義
どf

的
合
理
主
*
ど
は
企
業 

切
目
的
を
噃
單
純
に
營
刺
に
限
定
せ
し
め
ァ
經
濟
的 

合
理
主
義
の
命
令
す
る
钟
肅
ど
功
程
^
計
算
又
は
現 

金
化

S
の
前
に

"
機
械
^
法
人
ビ
は
勞
働
者
及
企
業 

家
の
人
的
要
素
を
、
機
械
力
及
資
本
力
に
改
變
し
れ 

ぅ
。(sombart, 

a. 

a
‘ 〇
• 

ICO
6 u. 

1
8
7
0

而
て
此

「

ゾ
ン 

ト」

の
謂
ゆ
る
資
本
主
義
的
精
神
又
は 

「

シh

モ
ラ
ーJ

の
謂
ゆ
る
營
利
衝
動
を
し
.て
其
活
動 

を
逞
ぅ
せ
し
め
た
る4

の
、
是
を
ニ
八
六
ニ
^
^
國 

の
企
業
に
移
入
せ
ら
れ
た
る
、
有
限
責

任

株

式.#
® 

limited 

liability joint.stock 

c
o
m
p
s
v

 

即
ち
著
者

の
謂
ゆ
る
有
限
«
任
會
祉
ビ
爲
す
。
而
て
今
日
の
時 

代
を
'株
式
組
織
主
_
 jointlstockism

ビ
爲
す
は
多
數 

の
學
«
の
懿
む
る
所
な
6

^
す
0今「

ア
ッ
シ
ユ
レ
ー」 

敎
授
の
論
ず
る
所
に
從
ひ
、.資

本

主

_

の

發

展

輝

に 

_株
式
組
織
運
動
に
願
は
れ
れ
る#
徵
を
瞥
見
せ
ん
ぐJ 

欲
す
。
蓋
し
是
れ
單
に
英
獨̂

限
れ
る
現
象
杞
6

6
 

t

o
又
單
に
®
行

業

；丄

業

の

企

業

に

限

局

せ

ら

れ

.お

.
笫
九
溆' 

九
四

る

問

題

に.毛

あ
£
中
し
〃
て
、
-
實
R
文
明
國
に
典
通
し 

、又
一
般
の
企
業
組
織
の
：裉
聰
を
振
«
せ
る
大
問
題
た 

れ
ば
な 
>
9
0
 

(

A
s
s
e
^'
,
: 

op. 

cit, 

pp. 

179-190.)

•
株
式
組
織
は
資
本
の
調
蜜
を
助
長
せ
る
さ
ど
寧
ろ 

|

意

想

以

上

に

出

で

"

同

時

に

勞

働

ど

資

本

の

關

係
 

を
.一
層
非
人
格
的
な&
し
め
れ

.

evO

株
式
會
社
の® 

役
は
自
ら
が
株
主
の
受
託
溝
た
る
觀
念
を
强
く
感
得 

し
？
株
主
に
對
す
る
«
德
上
其
資
格
に
於
て
利
益
の 

爲
め
に
慈
善
の
歡
び
を«
牲

( £
:
爲
さ

C
る
可
ら
す
o 

而
て
株
式
の
無
制
限
且
不
斷
の
賣
買
讓
渡
の
爲
め
^
、 

j

唯
配
當
の
高
率
なる

を

見

て

高

價

^

讓

受

け

來

れ 

る
新
來
の
株
主
は
、
絕
ベ
ず
企
業
の
捻
出
，せ
る
大
な 

|

る
刹
满
^ -
低
き
利
週
ぅ^ .

*;
ふ
る
に
過
ぎ
ざ
る
を̂ 

_ふ
。
.斯
く
て
株
主
の
强
請
苦
藤
は
自
づ
か
ら
重
役
を 

し
て
唯
馬
艰
馬
の
如
く
收
益
增
嵩
に
全
力
を
傾
倒
せ 

.し
む
る

'に
M
P
1
勞
働
请
矽
對
す
る
魔
主
の
遨
徳
化 

が
却
て

"
大
企
業
に
在
&
て
薄
弱
な
る
を
致
せ
る
は 

'自
然
の

.勢
た
ら
ず
ん
ば
が
、

b
ず

o
然
れ
と
他
方
に
於

婼
十
九
恹
紀
に
於
け
る
獨
逸
經
濟
發
珑
の

 

一
0

て
-はH

場
法

.等
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顯̂
は
：れ•
る̂

_
家

©
監
督
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-
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-叉
勞
働
固
結
の
勢
カ
强
大
な.る
も

.の
ゎ

| >
-
-
:
て
、:-

-
:勞
« 

改
善
の
叫
び®
へ
ず

P
是
に
於
て
か
企
業« '
內
外
1| 

而
の
腿
迫
ょ
り
罷
脫
せ
ん
が
錄
め
に
，
良
&
活
路
を 

見
出
さ

C
る
可
ら
ず
し
て
、
近
世
資
本
主
義
的
發
展 

は
當

R
此
欝
要
に
應
じ
た
る
も
の
な̂

V
O而
て

此

發j  

展
の
形
式
は
啻
に
英
國
の
み
なS
ず

-
米

獨

等

有

ゆ

■
一 

る
重
恶
エ
業
國
が
等
し
ぐ
步
み
た
る
典
通
の
軌
跡
に 

し
て

"
此
發

M
運
動
は
凡
そ
左
の.四
筒
の
#
徵
に
依 

6
表
象
せ
ら
るo
日
く
、‘(

一)

‘大
資
本
の
蒐
集
に
依 

る
經

®
の
集
中concentration  

0

 D

生
產
金
過
程

を.
縱
:i
r
的
に
一
企
業
支
配
の
下
に
成
全
せ
ん
ど
す
る 

耥
分
的
集
中Integ

ratio
n  (

三)

國

內

及

的

に

同
稀
エ
業
に
從
事
す
る
凡
て
の
企
業
を
橫
斷
的
に
結

\ 

合
せ
ん
^
す
^
獨
占
的
合
同m

onopolistic  co
m

b
i­

nation  (

四
} 

各
企
業
間
に
聯
帶
の
感
念
發
逡
し
,
 

勞
働
圓
結
に
對
し
集
合
的
行
動
に
出
で
ん
ど
す
る
組 

織
摩
固
な
る.
ダ
致
せ
る
：對.
勞
働..
者
集
合
的
行
；動 

C
o
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f
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o
u
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ち
：畏
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五三
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雜
錄

な
う
？
斯
く
て
敎
授
は
其
以
下
數
葉
に
て
此
資 

本
主_

發
展
の
四
特
質
を
論
證
し
た
る
.V

,

，第
'

1

は 

槪
ね
工
場
制
度
及
株
式
組
織
の
發
逄
に

1
致
し
\-V
未 

だ
1&
;
種
队
觀
造
槳
が
、
家
內H

槳
制
度
に
依
り
營
ま 

れ 
'
時

に

仲

間

組

合

の

片

影

を

見

，る

英

國

ょ

6

も

米 

獨
兩
國
に
最
も
願.
著
な
る
を
指
摘
し"
第
二
は
S

 

箇
別
の
企
業
に
依
う
て
經
營
せ
ら
れた
る

生
產
全
過 

程
を
^
企
業
內
に
成
全
せ
ん
ど
す
る
も
の
に
し
て
、 

米
獅
に
於
て
各
々
.

「

力
ー
ネ
ギ
1」

及
，

「

ク
ル
ッ
ブ」 

に
依
心
®
營
せ
ら
れ
た
る
如
く
、
製
鋼
業
の 

全
過
程
即
ち
採
鋼
採
炭
ょ
う
機
械
船
艦
の
製
造
ぎ
で 

を1

企
業
の
下
に
兼
營
せ
ん.マj

す
る

こ
ビ

を
^
き

,
 

第
三
は
協
約
及
合
同
の
ー
一
形
式
に
大
別
せ

.
&
る
可
く. 

製
鋼
業
者
等
の
國
際
同
盟
を
例
證
し
フ
丑
保
謎
政
策 

w

合
同
S
の

關

係

を

說

き

：
、
，
逛

に

總

括

し

，
て

1

定
X 

業
に
從
事
す
る
企
業
數
：が
僂
揩
し
得
る
の
：域
把
達
す 

れ
ば
、
自
曲
競
爭
を
誠
む
ト
ょ
ム
も
寧
ろ
同
盟
を
結
び

. 

て
‘市
場

を

支

.配

す

ゐ

0
有
利
な
る
を
感
得
す
る̂

至. 

る

可

く

、
：：：
實

業

界

の

神

經

：は

も

は

や

競

爭

の

緊

張

；̂

'

郎
九
號 

力
瓦

婼
す
九
他
組
に
於
け
る
猢
輝
經
擠
狻
雄
の
一
斑



；i

_
I

谘

九

怨〈

l

oar
.lf
l
l
-

)

雜

.錄

M

十
九
世
紀
！
！
於

け

名

樹

德

經

濟

達

.め

S

鉻

九

娀

九

六

耐

：へ
ず
し
て•
安

全

保

障

を

確

保

ぜ

ん

.
^
}
す

る

人

類

0
欲

求

は

エ

槳

的

組

織

を

雜

革

し

づ

〜

ぁ

る
'6
,

0
&
の1
代
る
を
論
じ
ノ_

の|

學
者
が
獨
占
的：

性
質
を
有
す
る.世
界
.の
十
八
大
合
同
の
表
を
調
製
し

た
-
し̂
が
，
か
の
競
寧
の
形
式.が
運
貸
ょ

-
C
V
I
UJ
C
I
P
R

推
移
し
た
る
鐵
道
及
海
運
協
約
を
除
外
し
た
る
の
非

を
舉
げ"

最
後
の
特
徵
は
殊
に
英
國
の
機
械
船
舶
製

造
業
者
膝
約
に
顯
著
な
る
を
叙
說
し
て
此
項
を
終
れ 

i

o

誦
し
，來
ぅ
て
敎
授
の
暢
達
の
名
文
精
透
の
論
理
茲 

に

資

本

主

義

發

规

の

特

徵

を

_

明

し

て

餘

蕰

な

き

を 

覺
1
、
K
にr

マ

ー

シV
ル」

敎

授

'の

有

ゆ

る

原

因 

現
礙
を«
致
し
來
6
て
秋
鐵
も
池
ら
す
な
き
を
期
し 

た
るH

業
組
織
論
^
相
併
び
て
研
究
す
る
者
の
幸
福
. 

を
想
ふo
而
て
本
書
第.g

章
說
か
ん
マj

す
る
所
の
銀 

行
集
中
述
動
の
原
因
及
，形
式
も
卯
槪
ね
此
範
圍
を
出 

づ
る
も
の
に
わ
ら
ず
し
て

r

ア
ッ
シ
ユ
レ
ー

」

敎
授 

の
列
擧
し
た
る
以
上
資
本
主
義
發
腿
の
特
徴
愈
有々 

ゆ
る
X
業
：

i

企
業
；̂
露
出
し
來
$
て
企
業
の
集
中
益 

.々

熾
烈
を
加
ふ
る
や
？
其
設
備
及
經
營
調
達
機
關S 

し.
て
の
信
用
銀
行
亦
集̂

の
大
勢
it
乘
發
.ざ
も
可
ら

ざ
る.
は
'論
を
俟
た
中
ビ
す
？
我
學
界
にct
>
り
て
廣
ぐ 

集
中
運
動
の
賭
親
象̂-
明
解
す
る
Rr
リ
I
サ
ー._
f i 

士

の

系

統

.を

踏

ん

で

、

；

M
に
S1
L
切
浦
明
の
硏
究
を
賦 

:
み

れ

る

も

.の

に

高

埴

商

學

士

0
近
業「

餵
行
集
^
論」 

(5
る
は.
逸
す
可
ら
ず
ビ
す0

.
此
長.
き
俊
註
に
筆
を
洗
：ふ
に
先
立
ち
、

|

顧
を
容 

む
可
&
•ざ
る
も
の
は
、

「

ゾ
ン
パ
^
トj.

敎
授
‘が
勁
拔 

，の

比

喩

を

以

て

せ

る

®

世

資

本

主

義

的

企

業

家

論

の 

1

節
な
る
可
しo
日
く
、「

近
世
資
本
的
企
業
者
を 

描
け
る
最
適
の
書
面
は】

身
中
に
疋
反
對
の
ニ
性
質 

を
兼
ね
荷
す
る
も
の
ど
し
てV
描
寫
し
れ
る
人
格
な 

ら
ざ
る
可
ら^
。「

フ
ナ
ク
メK
J
の
如
く
彼
は
其
胸

精
靈
の
如
く1
分
離
分
燕
す
可
き
こ̂

を
希
は
ず
、. 

却

て

其

矛

盾

せ

.る

 
一

|

精
神
は
典
居
し
て
調
和
的
に
活
. 

0
せ
ん-
^
ビ
を
鐵
め
h-
o
然
ら
ば
此j

一
 
性
質
ど
は
何 

ぞ
や
O
m
く
、|

は
廣
義
の
企
業
家
的
精
神
に
し
て
他 

は
商
人
的
精
神
な
らJ

ヾ

」
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i
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松
崎
壽
氏

r 

’

山

本

美

輝

：
乃

本
誌
五
月
號
に
經
儕
政
策
の
意
翁
紀
關':
L.
て
*
鍵
き 

に
松
崎
氏
に
ょ
ぅ
て
提
出
せ
ち
れ^
疑_

に
對
し
て
， 

予
の
信
中
る
所
を
答
へ
置#
し
忙
、
其
後
六
月
號
に
重 

ね
て
同1

の
質
凝
を
提
出.
せ
&
れ

た

。

時

拾

尨

予
:«
南 

洋
に
坩
張
不
狂
中
で
、
旌
ちK
卑
、
見

を

^

陳

す

る

機

會 

を
#
な
か
つ
た
が
"
歸
來
洱
び
跃
の
說
を
賴
み
先
き
の 

疑
糊
は
侬
然^
し
て
疑
問.
の

儘

妃

殘

つ

，て

居

'6
と
忿
を 

發
見
し
れ
U
併
し
予
は
今
！

5

マJ
ff
I
も
爾
ほ
予
の
所
信
を 

變
a t
t
る

の

必

‘耍

を

認

め

な

い

心

惟

ふ

に

之

れ

は

斯

學 

に
對
し
て
灰S
版
本
的
の
見
她
を
興
忆
し
て
展
る
か.'
& 

で

.?
>
:'
5
ぅ
、
抵
が
独
々
子
の
卑
見
を
仙
げ
て
解#
々
る 

>
が
咖<
に.
予
は«

.0
生
張
の

要
點
を

.I
I

H

Bし
て
居
る 

潘
モ
は
な
ぃ
、：态
氏
の
主
張.0
婴
點
は
誤
解
な
く
了
解

し
て
居
る«

办
，で
あ
る::
°
饼
し
遺
慽
な
が&
其
說
K
赞 

成
す
る.
こ
ビ.
が
，
出
來
ぬ
ぢ
云
ふ
に
過
ぎ

g
，

從
て
此 

種
0
驗
攀
は
今
後1
に
：顯
を.
重
：ぬ
る
^
も
，
氏
の
.言
を 

借
，々
て
l
K
K:w
r
ft
s

忙
論
‘爭
の
爲
め
に‘論
爭

す

る

の

，雛 

5
^
免

れ
ぎ'る
に
至
る.
で
あ
ろ
ぅ
、
故
に
予
は
重
ね
て 

貴
童
の
紙
衙
金
塞
ぐ
こ.
客
を
：禱

躇

し
U
が
、W
度

の

氏 

の

質

凝

中

に
^
少

く..VJ

も

卑.
見.
の

你

ほ

氏

妃

依
P
て
正 

.
し

ぐ

解

せ&
れ

て

屑6;
ぬ

點

の?>
る

こ

ビ

を

發

見

し

た 

.
炉
^
^
之

れ

を

明&
か
化.
す

る.
は
：說

の

赞

否

.
の

間

題

從 

別
：d

て
^

.0.
翁

難
-0
傷

務

で

：
?>
る

？

信

じ

-
.
§

後 

れ

ば

，せ'な
が.
ら.
再

び

铷

稿

を

寄

す

る

こ

ビ

、

し

た

の

で 

|>
る
,0

'
凡

を

人

顧
'0
.性

涪

狀

«

を

或

枝

經

濟

的

の

方

窗

ょ

办 

觀

察

し

ハ

皱

は

社

會

佛

の

き

商

ょ
-
繼̂

察

し

て

、

吾
人 

の

硏

究

物

體

ビ

な

す

も.%
然
：か
'も

是

等

の

雨

方

：_
標
全 

然

獨

立

身

掃

し.て
"
毫

も

某

間

把

鋼

係

又

は

交

涉

を

有 

し

.«
'い(

^

-0
.で

铽

な
K

何

ビ

な

れ

ば

經

糖

购

生

'活
ビ 

.云

ひ

或

は'it
#:

的

法
.活

迄

云
.ふ

も
"
元
S
是

れ

複

第
，九
怨

o
;E
Ki

0

經
激
政
策
に
關
し
て
苒
ぴ
松
：崎

典

{1
#

ふ
'

第
九
號

沿


